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1984年2月
『南 極 記』の こ と
木 下 是 雄
1955(昭和30)年の秋,政 府が南極観測の実施にふみ
きる前後に,東大山の会(ス キー山岳部OBの 会)が こ
れを応援 しよう一 ありていに言えばこの計画に乗って











ザーヴァーとして米 国隊 に行 け」 という話が降ってき









の開始は朝 日新聞に負うところが 大 きい.当 時の朝日
は,社 内に南極学術探検事務局をもっていた.そ この藤
木九三氏一 当時,す でに現役の記者を退いて,た ぶん







れ,そ こで私と同室の仲間一 西堀さんがアイス ・パイ
ロットとして望んでいたアイク ・シュロスバッハ,海 洋
学のビル ・リトルウッド,その他一 との話題 に なっ
た.帰 国後,藤 木さんから 「記念に……」 と贈られ,今
は私の書架に大切に保管されている.
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観 測 隊 便 り










の4倍 に膨れ上がった労働者で基地は喧躁 を極 めて い








































































中 国 訪 問 記






















の杭州飯店に案内 され た.堂 々たるホテルには,欧 米












































い湖水をつないで広がる水郷風景を心ゆ くまで 楽 しん
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長 くなったので,こ の間,八達嶺,清 東陵,明 十三陵な
どの案内を受け,名所旧跡とともに活気に満ちた中国の























プ ロ グ ラ ム
[.地質学的研究(1)
1.昭和基地付近産変成岩のRb-Sr年代(予報)
(欠内桂三,柴 田 賢,白 石和行)
2.南極スカレビークハルセンのスカルンの酸素同位
体的研究
(鈴木哲夫,松 葉谷 治,松 枝大治,水 占洋一)
3.南極産　graphite　とmolybdenite









(小島秀康,矢 内桂三,白 石和行,松 本征夫)
7.南極横断山脈Carapaceヌナターク産ジ=ラ紀カ
イエビ類化石について
(西田民雄,楠 見 久,欠 内桂三)
8.南極産鉱物の記載カタログ作成計画について
(松枝大治,松 原 聰,矢 内桂三,
白石和行,本 吉洋一)
9,極地研究所所蔵の南極産岩石標本について















義行,横 倉隆伸,加 野直巳,多 田正明)
16,白嶺メL南極(ロス海)調査研究航海(TH82-1)で


















測定(行 竹英雄,伊 藤 潔)
24.人工地震記象と理論記象との比較











(久保田秀紀,椎 川 誠,矢 内桂三)
30.昭和基地における大気中二酸化炭素のモニタリン
グ(綿 核邦彦,鳥 居鉄也,村 山治太>
3L昭 和基地周辺湖沼の水質のモニタリング
(村山治太,中 谷 周,細 枝邦彦,鳥 居鉄也)
.32.南極 ドライバレー地域 と昭 和基地 周 辺 のEve-
　　　porite
(森川日出貴,平 林順一,小 坂丈了,鳥 居鉄也)
33,ドンファン池の経年観測
(中谷 周,鳥 居鉄也,山 縣 登,村 田貞雄)
34.南極内陸塩湖の徴昂:成分からみた塩起因













西尾文彦,勝 島尚美,石 川正雄,高 橋修平)
41.電波氷厚計による基盤地形(西 尾文彦,
大前宏和,石 川正雄,高 橋修平,勝 島尚美)
VI,　地 質学 的 研 究(ll)
42.電波 氷 厚 計 に よ る基 盤 地 質 推 定 の 試 み
(大前 宏 和,西 尾 文 彦,石 川 正 雄,
高 橋 修 平,勝 島 尚美)
43.やま と山脈 の泥 質 変 成 岩(浅 見 正 雄,白 石 和 行)
44.南や ま と ヌナ タク ス の地 質(勝 島 尚美)
V[.地質 学 的 研 究(皿)
45.ラ ング ホ ブ デ沖 諸 島 の地 質
(勝島 尚美,矢 内桂 三>
46.プ リンス オ ラ フ海 岸 の地 質 構 造(白 石 和 行,
広 井 美 邦,佐 々木 清隆,矢 内桂 三,木 崎 甲子 郎)
47.プ リンス オ ラ フ海 岸西 部地 域 の 変成 作 用 に つ い て
(鈴木 盛 久)
48.明 るい岬 の塩 基 性 変成 岩 類
(蟹沢 聰 史,木 崎 甲 子郎,石 川 賢 一>
49.nの 出岬 の　Fassaite・grossular　rock　に つ い て
(蟹沢 聰 史,矢 内桂 三)
50.　Stauroliteの安 定 性 に対 す るZnの 効 果
(広井 美 邦,白 石 和 行,矢 内 桂 三)
51.プ リンオ ラ フ海 岸 の 変 成 岩 中 のHornblendeの組
成(広 井美 邦,白 石 和 行,大 貫 仁)
シンポジウム報告
一第6回極域気水圏シンポジウムー
昭 和58年12月7日(水)～9日(金)の3日 間,当 研 究 所
講 堂 に お い て 当 研究 所 主 催 の シ ンポ ジ ウム が 開 かれ た 。
23次隊 か ら始 ま っ た 「束 ク イ ー ンモ ー ドラ ン ド研 究 計
画 」,「中 層大 気 観 測計 画(MAP)」 に 関 す る 報 告 が 数 多
く発表 され た.ま た22次隊 で終 了 した 「南 極 域 気 水 圏 観
測 計 画　(POLEX・South)」に つ い て の解 析 結 果 の 発 表,
特 に カ タバ風 の シ ミ ュ レー シ ョ ンに つ いて の 発 表 が な さ
れ た,ま た,極 域 で の使 用 を考 え た 測 器 や 雪 結 晶 な どに
つ い て の 発表 も な され た.発 表論 文56編,出 席 者94名で
あ った.論 文 は 当 研 究 所 発 行 の"Memoirs　of　National
Institute　of　Polar　Research,　Special　Issue"　に掲 載 さ
れ る 予 定 で あ る,
プ ロ グ ラ ム
L大 気 組 成 ・エ ア ロゾ ル
L昭 和 基 地 に お ける オ ゾ ン特 別 観 測 に つ い て
一5
極 地 研 二
(忠鉢 繁)
2.成層圏二酸化窒素大気球観測
(小川利紘,岩 上直幹,藤 井良一,菊 地雅寿)
3,南極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密
測定(第2報)(横畑彰人,巻 出義紘,富 永 健)
4,南極における大気微量成分濃度の測定
(広田道夫,忠 鉢 繁,牧 野行雄,村 松久史)
5.赤外分光器による大気中微量成分の観測(その2)
(村松久史,牧 野行雄,広 田道夫,佐 々木 徹)
6,自由対流圏エアロゾルの空間分布の観測










































の検討(泉 達司,星 山満雄,西 辻 昭,
和田 誠,前 晋爾,楠 宏)
3.ラングホブデ北の氷河の流動と形態





































(和田 誠,山 内 恭,川 口貞男,
藤井理行,神 沢 博,楠 宏)
5.　FM-CWレーダーによる積雪の内部構造の観測
6
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(藤野和夫,鈴 木勝裕,松 本 正,黒 岩大助)
1(.雪結晶 ・測器
1.ゴヘイ型雪結晶の形成について








(山下喜弘,岩 坂泰信,平 沢威男,和 田 誠,


























































区 分 消費剛 ・ 量 髄 隊 量
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(DC)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均気 圧 ・海面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(rn/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
































































るためにもその両者を区別出来ないという欠点 が あ っ
た.ま た従来の人工衛星による観測は,電離層と磁気圏
を結ぶ電流系の解明に極めて有用であったが,測定精度
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日米の職 ㈱ の髄 と。う。ともあるが,轍 日本1
の科学酬 衛f±・・A験を行 う際・参考・すべき点魎 め。1
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